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研究成果の概要（和文）：卒前・卒後歯学教育の順次的・系統的なコンピテンシー基盤教育に基ずく臨床能力評
価の開発に関する主に以下の研究テーマを検討した。卒前・卒後歯学教育における認知領域(知識)、情意領域お
よび精神運動領域の評価の比較、研修歯科医師のプログラム別の知識と臨床能力の比較、形成評価のMSFと総括
評価のOSCEの比較検討および診療現場での評価法(WPBA)の歯科領域への臨床能力評価の確立を目指した。これら
によりコンビテンシー(知識、技能、態度および倫理観に基づく実践能力)を評価するために診療現場での評価
(WPBA)などの形成評価と総括評価のOSCEを組合せた評価の有用性および臨床能力評価の基準づくりを行った。

研究成果の概要（英文）：We aimed to compare the assessments of cognitive (knowledge), affective, and
 psychomotor domains in pre- and postgraduate dental education; compare the knowledge and clinical 
competence of dental physician trainees based on their programs; and compare multisource feedback 
formative assessments for objective structured clinical examination (OSCE) summative assessments as 
well as for establishing workplace-based assessment (WPBA) as an assessment method for clinical 
practice competence in the field of dentistry. To successfully assess competencies (knowledge-, 
skill-, and attitude-based practical competence) using these methods, the utility of a method that 
combines formative assessments, such as WPBA, and OSCE summative assessments was evaluated, and the 
criteria for evaluating clinical competence were developed.

研究分野：社会医学

キーワード： 教育学　社会医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
卒前と卒後歯学教育における説明･指導系スキル等の臨床能力評価では患者の行動変容を促す系統的な評価と歯
学教育の検討は少なく、順序性を考慮した具体的な評価法の構築と教育効果を明らかにする点に学術的意義があ
る。コンビテンシー基盤型教育(専門職業人が成長段階に対応した業務を行う能力の育成と知識,技術,態度の統
合に加えて倫理観の修得を目的とした教育)が達成されているか否かの評価は社会に対する説明責任からも重要
で、評価の厳格化が求められる。現在早急に基準づくりと標準化が進んでいる臨床実習終了時の臨床能力評価の
確立、高等教育の質保証という国際的な潮流を踏まえた日本独自の基準づくりに貢献できると思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
国民が求める共感的・全人的医療を展開するには、単に歯科医療技術だけでなく患者行動(人
間行動)そのものを学修しなければならない。現在、ケア重視の歯科医療にパラダイムシフトが
求められている。コミュニケーションスキルの活用による患者自らの健康度評価を推察・把握、
その状態を効果的に説明・指導することによって患者自身によるセルフケアへとエンパワーメ
ントさせること(患者教育)が重要である。特に患者が自ら健康問題をマネージメントできる行
動変容を促すために、患者教育に関わる説明･指導系スキルの修得が必要であるが、その系統的
な評価と歯学教育は極めて不十分である。臨床実習開始前(共用試験)OSCE においても、初診時
医療面接の他に多岐の歯科専門領域の説明･指導系の課題が設定されている。しかしその後の卒
前臨床実習終了時および卒後研修での説明･指導系臨床能力評価の課題項目と評価の基準づく
りおよび標準化は未確立である。また共用試験 OSCE、臨床実習終了時の臨床能力評価および卒
後研修終了時の臨床能力評価と教育において申請者も含めて(Gotouda et al.J Oral Sci, 2009)、
それぞれ時期での断面的な研究が報告されている。しかし卒前・卒後歯学教育の連続性をふま
えた臨床能力評価の全国実態調査と分析、系統的説明・指導系の臨床能力評価とコンピテンシ
ー基盤教育（アウトカム基盤教育）に関する我が国の歯科医学教育分野での研究報告は皆無で
ある。 
２．研究の目的 
現在、ケア重視の歯科医療にパラダイムシフトが求められている。健康の維持・増進には
患者が自ら健康問題をマネージメントできる行動変容を促す効果的な説明･指導スキルの評
価と教育が必要である。また卒前・卒後歯学教育の順次的・系統的なコンピテンシー基盤教
育(専門職業人が成長段階に対応した業務を行う能力の育成と知識,技術,態度の統合に加え
て倫理観の修得を目的とした教育)を目指した説明・指導系臨床能力評価の基準づくりおよ
び標準化はまだ確立していない。本研究は卒前と卒後教育の各段階でコンピテンシー基盤型
教育による系統的説明･指導系スキルの評価の開発と患者の行動変容を促す効果に関する検
討を目的とする。 
３．研究の方法 
卒前学部学生および卒後研修歯科医を対
象として臨床能力評価法の OSCE などの総括
評価とポートフォリオ、観察日誌および同僚
評 価 な ど の WPBA （ Work Place-Based 
Assessments）の形成評価を組合せた評価に
ついて図 1(Millerの能力ピラミットと評価、
片岡改変)のように Shows how と Does 評価を
組合せた効果的、適切な評価法の検討を行っ
た。 
４．研究成果 
全国の歯科大学の調査では臨床研修の臨
床能力評価方法の実施内容としては観察記録、  図１ Miller の能力ピラミットと評価 
レポート、口頭試問、実地試験、OSCE、 
シミュレーションテスト、論述試験、客観試験、その他と報告されている。多くの大学では複
数の評価方法を採用していており、評価法の向上と改善に努めているのが現状である。本学部
付属病院では臨床研修修了時認定の評価として臨床研修歯科医としての適正の評価、勤務評価、
到達目標の達成度の評価、ポートフォリオなどとともに臨床研修能力到達度試験を実施してい
る。本学部付属病院の臨床研修歯科医を対象として臨床研修終了時の３月にプログラム別(Ａプ
ログラム：管理型施設単独型、B 前期プログラム及び後期プログラム：複合型・協力型施設出
向４か月コース、Cプログラム：複合型・協力型施設出向８か月コース)に調査・検討を行った。
臨床研修能力到達度試験の知識評価の筆記試験と実技(技能)試験を分析項目とした。臨床能力
（skill examinations）評価においてはプログラム別には1点未満の差でほぼ同等であったが、
C プログラムの対象者は卒前の成績が高い者が比較的多く、筆記試験（知識評価, knowledge 
examination）が有意に高く、卒前の成績がそのまま反映された可能性が示唆された。また筆記
試験や客観試験は知識の評価法、OSCE は技能の評価法として有用であり、評価法として多用さ
れている。しかし、コンビテンシーとは、知識、技能、態度および倫理観が相互に連携して発
揮される能力であるため、これらを別々に評価したのみでは充分にコンビテンシーを評価でき
ているとは言えない。そこで重要になるのが現場でのパフォーマンスを評価する WPBA である。
診療パフォーマンスの評価（direct observation）、症例ディカッションを通じての評価、同
僚評価、歯科衛生士等の医療専門職らによる MSF の評価は WPBA の代表的な評価法である。過去
の医科領域の研究では、指導医と他の評価者の評価においては、指導医と他の評価者とに様々
な報告がされている。本研究では、指導歯科医と歯科衛生士(図２)、指導歯科医と受付（歯科
助手）の評価について医学領域の報告と同様な評価結果が認められた。 
 



 
図２ 指導歯科医と歯科衛生士の評価 

また別の研究においては研修終了時の総括評価として OSCE、形成評価として WPBA である MSF 

（Multisource feedback）を用いた。本研究では MSF と OSCE の相関が医学領域の報告と同様な

有意な関連性が認められた（図３、図４）。 

 

図３ MSF と OSCE の相関 

 

図４ MSF と OSCE の評価 

本結果から MSF の評価内においては高い相関が認められた。一方、過去の報告と同様に MSF

と OSCE では有意な相関が認められたが、高くはなかった。筆記試験との相関性については有意

な相関性は認められなかった。よってこれらの評価法において評価の能力分野の相違が示唆さ

れた(異なった能力を評価していると考えられる)。また、情意領域は受容・反応・価値づけ・

組織化・個性化の段階分類され、精神運動領域はスキルと行動に分類される。本研究では精神

運動領域の評価が有意な相関が認められた。卒後の情意領域分野の評価が難易度の相違が認め

られ、他の領域との難易度の差の縮小が今後の課題と考えられた。今後はさらに形成的評価と

総括評価を組合せた効果的かつ包括的な評価法のための改善が必要と考えられる。 

本歯学部では卒前の５年次生を対象として臨床能力到達試験(OSCAT：Objective Structured 

Clinical Achievement Test,以下 5年次 OSCE)を実施しており、４年次実施の共用試験 OSCE 以

降の技能の習熟度と到達度の評価を行ってきた。本研究では卒後の臨床研修能力到達度試験の

評価と卒前の 5 年次 OSCE における評価の比較・検討を行った。それぞれの課題における経年



より同一時期の臨床能力の相関性が高い可能性が示唆され、卒前 5年次 OSCE と卒後臨床能力評

価における各課題のそれぞれのレベルのアップとレベルダウンした割合はほぼ同等であったが、

そのなかで変動は情意領域分野の課題が大きかった（図５）。 

 
図５ 卒前 5年次 OSCE と卒後臨床能力評価 

医科領域と比較して、歯科領域においての MSF を含む WPBA に関する検討と研究は少ない。現

在早急に基準づくりと標準化が求められている臨床実習終了時の臨床能力評価の確立、さらに

国際的な教育分野別評価基準をふまえた高等教育の質保証という国際的な潮流を踏まえた歯科

領域における基準づくりが望まれる。 
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